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は じ め に

昭和 46年変の調査結果から,青森湾奥域の漁場環境に悪化の傾向が認められたが,このことを確認

する目的で今年度は青森湾,とくに沿岸域を重点に前年産と同じ方法で調査を実施 した.また平内町夏

泊半島の西側の漁場に放流された昭和45年産ホクテガイの-い死率が異常に高いことが報告されたの

でそれ Lの調査もあわせて実施した.調査の実施に当り,多毛類の同定を東海区水産所研究所,北森良

之介博士,底質の化学分析を北海道大学水産学部,中尾繁氏に依頼し担当 していただいた｡ホクテガイのへ

い死調査では平内町漁業協同組合清水川,東田沢,茂浦,土屋各支所,青森市漁業協同組合奥内支所,後潟

漁業協同組合のど協力をいただいた｡調査にたずさわれた関係諸氏に深く謝意を表する｡

Ⅰ 漁 場 環 境 調 査

調 査 方 法

調査 月 日

調 査 地 点

試料の採集

調 査 項 目

昭和 47年 7月 11日～8月3日

陸奥湾内52地点 (第.1図参照)

スミスマッキンクイヤ ー採据器 (0.1TTf)で1回.白鳥丸使用

底生動物 ･- ･- マクロベントスの個体数 (多毛類の同定は終了)

底 質 - ････粒度組成 (湿った試料を標準ふるいで分けた) ,酸化還元電位差

採泥量.泥温,有機炭素量,coD,全窒素量,全硫化物量

(化学分析は現在進行中)

調 査 結 果

調査地点の水深,採泥量を第1表に示 した｡

底質関係として,125〟以下の粒子の含有率,酸化還元電位差,強熱減量の分布を第 2,3,4図

に示 した｡浦田沖40m以探,茂浦沖30m,青森湾沿岸 15-20mの地域の底質は泥分が多 く,酸

化還元電位差の値が低 く,かつ強熱減量の値が高い｡一方夏泊半島と蓬田から後潟までの沿岸30m以

1)青森県漁政課 水産業改良普及員平内町駐在 2)昭和48年 4月よb勤務
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浅および青森湾奥の20- 30mの地域の底質は据分が少をく,酸化還元電位差の値が高 くかつ強熱減

量の値が低hoレゝずれの値も底質の泥分量とつ濠が りのある性質の為,類似した傾向を示した｡

次にマクロベントスの組成から漁場環境の特色を検討 してみた｡第5図内の付図に示したように,多

毛類と甲殻類の編組比率は互に反比例する特色をもち,その相互の値か ら,全調査地点はA,B,Cの

3つのグループに区分され,その分布状態は第5図のように怒った｡この方法によれば,甲殻類の編組

比率が高い夏泊半島と津軽半島の沿岸域 (C),多毛類の編組比率が非常に高い沖合の湾央域 (A),

それLの中間にある青森湾奥域 (B)の3つに大別軌 部分的VEは野内沖にC地域があり,浦田沖と,

後潟沖にB地域が識別された｡ 夜かこの結果は12生物群 (二枚只類,介形類,ヨコエビ類,クモヒト

デ類･多毛類8種)をもとに,各調査点間の類似性をPercentagedifferenceの値で検討 した結果とも

か浸 りよく一致した｡

次に底質中の栄養変が高し堰 嘆に多GLwnbrinerisbrevic,irraならびに有機物による汚濁あるいは沖

合域にあっては停滞水域の指標生物セある Prionospiopi,zawtaの編組比率の分布をそれぞれ図示する

と第 6図のようになった｡ 両種とも底質の泥分量の分布 (第 2図)と類似した分布を示したがL.brez)i｣

cirraの分布は奥内沖と浦釦 隼で特に高く,P･pinnaiaの分布は底質の酸化還元電位差の値が低い場所

に高い傾向を示した｡

第1表 水深 ,採 泥 量 夜 ど

St. 不 探 採準量 .月.日 St. 水 深 採派量 一月 白 St. 水

深 採舵量 月 日1 ･舞) 14(A) 8.5 19 20 16 7.

15 55 25 17∠ゝ 7.192 50 12
〟 19′ 10 12 〟 56 10 6 7.18

5 40 15 〟 20 50 16 〟 57

20 17∠ゝ 〟4 51 ll 〟 21 40

16 〟 58 50 17∠ゝ 〟5 20 8 7.12 22 45 16 〟 59 55 1

6 〟6 50 10 〟 22′ 48 - 〟

40 14 16 〟7 40 17/S 〟 25 1

0 8 〟 41 50 14 〟8 46 17△ 〟

24 20 17∠ゝ 〟 42 55 17△ 〟9 20 8 〟 25 50 17∠ゝ 〟 45 20

8 7.1710 50. ll 〟 26 40 1

6 7.20 44 10 4 〟ll 40 17∠ゝ 〟 27

15 12 〟 45 20 7 〟12 45 18∠ゝ 〟 28 25 18∠ゝ 〟 48 50

10 〟15 ･52 10 7.ll 29 50 15 〟 47

57 16 〟14 45 17∠ゝ 〟 50 15
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第 1図 調 査 地 t点第2図 底質の125iL以下の粒子の含有率 (90 の分布と63FL以下の粒子の含有率が50
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第3図 底質表層の酸化還元電位差 (mv)の分布
値は標 準水素電極に対する電位差に修正

-I-I･l

第4図 底質の強
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第5図 多毛類 と甲殻類の編組比率わら求めた漁場区分第6図

L･A,evicえ〝aの編組比率の分布 (% ) とp･pinnata･の編組比率が2飾以上の地点 (△印 )
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Ⅱホ タテ ガイ- い 死実態 調査

調 査 方 法

調 査 月 日 昭和 47年 7月 11日～8月3日

調 査 地 点

試料の採集

調 査 項 目

陸奥湾内45点 (第1図参照)

ホクテガイ桁網による｡傭船と白鳥丸使用｡

ホクテガイの年令別,年月.-い死月個体数｡メガロベン トスの個体数｡

ホクテガイの穀長,障害輪穀長,全重量,軟体部重貴,穀重音｡

ホタテガイ穀に付着 した ミネフジツボの個体数｡

調 査 結 果

ホタテガイの採集個体数,-い死率 ,月の測定値等を第 2表に示 し卜45年産月の- い死率の分布を

第7図に示 したo夏泊半島の西側,水深 30m以探の漁場で-い死率が特に高 く,その他にも後潟や清

水川沖に高い-い死率がみられた｡

地せき月では正常に成育 している漁場で も年間死亡率はかを り高Vl値が観察されることか ら,一応死

亡率が 20帝を越える場所を異常-い死地区 とみ な し,それ E,の場所打おける-い死負の数貴を第3

表に示 したo夏泊半島の西側の平内町管内だけで約 2億枚のホタテガイが異常-い死した と推定された｡

ホクテガイの殻に付着 した ミネフジツボの個体数分布を第8図に示 した｡ ミネフジツボは夏泊半島の

西側に放流されたホクテガイ打特異的に数多 く付着 していた｡

第 2表 ホ クテ ガ イの 採 捕 数 とへ い 死 率 な ど (曳網面積 100m2当9)

St. 水 深 45年 産 月 46年 産月 メガロベ ントス 45年産純増り建値坐月数 -レヽ死 へい死

生月数 -んへ死 穀長
軸軟体部 C.∫.(H B (個) 月 数(価)率 ㈱ (個 月 数(

価) (優 占種,2種) 重 量(め･1 20 205 7 4, 0 0 ◎ ツカレウニ,マナマコ 84 ++I

2 50 0 0 - 0 0 カメホ｢カ巨石-チンスポヤ

-5 2亡) 52 5 5 0 0キタムラサ
キウニ 9.1 26 ■546 5U 78 2 2 2 0

0◎ツガルウニ 8.6 24 579 20 55 2 4 0 0
カメホ-ズキ竜一チン 10.0 51 511C ･50 90 577 81 0 0 誓言要言

十ズ鴇 サン◎ニラクサ 8.8 24 55ll 40 10 200 95 0 0 8.5 27 4512 45 1 0 - 0 0 10.6 49 41
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ST● ∫ ー水深 45年産貝 46年産見 メガロベン トス(優占種､-2種
う -生見数 へい死負 数 へしハ死率 (99.坐月薮

へい死負 数16 55 1 152 99 0 0 ◎ニラクサ､

○オ カメブ/ブク 8.6 255917 45 0 0
- 0 0 ◎ニ ラクサ､ ウさサボテン - - -A 約20 7 25 78 251 8 Cツガルウニ､ナガニシ 9.9 55

56B 約50 46 172 79 0
0 ◎ ツガルウニ､ ヒトデ 8.6 255919 20 0 0 - 107

1 ○ニラクサ20 50 0 2 (100) 712 16 スナヒトデ､ イトマキヒトデ

エ/ヒバ リガイ､ ヒトデ2̀1 40 5 5 58 1 17 8A 254222 45 115 150 55 0 口 9.0
5142.227 48 755 555 51 0 0Cヒ

トデ､ニッポ/ヒ トデ 8.0 205925 10 1 0 - 67

5 0 Cモミジガイ､ ヒトデ 9.8 525524 20 175 81 52 0 0Cモミジガイ､Cヒトデ 8.9 27

5825 50 149 44 25 0 0◎イトマ
キヒトデ､○スボヤ 8.6 274227 15 667 27 4 0 0 ヒトデ､ス

ナヒトデ 8.6 192928 25 228 10

4 51 0 0 ヒトデ､モミジガイ 8.9 25522

9 50 0 0 0 0Cスポヤ､マボヤ I 1

-■■一一C 21 0 0 90 1モミ.)ガイ

､スナ ヒトデD 16 0 0 51 1 モミジガイ､ナ

ガニシ50 15 6 2 25 154

1 モ ミジガイ｣ヒ トデ 9.851 20 5 0 0 6 2

Cイ トマキヒトデ､モミジガイ 10.2,52 25. 5 0 0 0 0イトマキヒトデ､モミ
ジガイ 9.655 25 12 2 17 0 0モミジガイ､ス7-ヒトデ ･11.0

56 10 6 1 14 40 4 Cモミジガイ､ス7-ヒトデ

10.257 20 0 0 - 150 59 スナヒトデ

-40 14 47 10 16 24 5 Cモミジガイ､スナ

ヒトデ チ9 414241 50 0 0 504 5 ナガ-シ

､モミジガイE 28 0 0 -250 8 モミジガイ､ス

ナヒトデF 15 5 6 67 0 0 Cモ ミジガイ､オカメブンブク47 57 -
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第 7図 45年産ホメテガイの-い死率 (5協第8図 ホメテ

ガイ 1個当りに付着 した ミネフジツボの個体数(個体
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第 3表 ホタテガイ異常-い死教護をど (45年月)

地 先 名 放流数 放流面積 放流密度 異常へh死 左における平均

左にお.ける(万枚) (h) I(&/m) 面 積 (ha)へい死率 (4

) -h死月数(万樹滞水川 12,2ロ0 1.200

10.2 140 ● 1,082東田沢東側 14,4

50 589 25.9 20 22 108西側 10,000 584 26.t] 507 88 7,05

5浦 田 12,500 852 14.8 800

75 8,870茂 浦 8.000 425 18.8

425 41 5,280土 屋 5,000 255 21.5. 250 28 1.

570野 内 5,500 1.90 18.4 10 51 57

道 道 700 75 9.5 25 25 54油 川 445 59 l

l.4 0奥 内 5.600 160 5

5.0 0後 潟 4,750 240′ 19.5 90

60 1,069計

22,925′ノ■-′■･-･(註)
異常-い死枚数-放流枚数×異常-い死地区面積放流場所面積 ×異常-い死地区における平均-い

死率ホタテガイの生月,へい死見について穀長,障害輪殻長の分布を描 くこ とにより,その分布型か ら

場所ごとの-い死時期を推定することができた.

その代表的を 4つの分布型を第 9図に示し,その解説を第4表に示 したoその磨果夏泊半島の西側地区に集中的

に起 ったホタテガイの大量-い死は昭和 46年の夏かE,秋にかけて起っ

たものと推定された｡第 4表 ホクテガイの殻長,

障害輪穀長か ら求めたへい死時期(,1 型 主をへい死時期 特 長 場 甲Ⅰー 昭 46年夏 -h死月に障害輪がをho St. 6,15, B,25へい死臭の穀長が生月の障害輪に同じo 28止}', 昭 46年秋 へい死貝に;障害輪があるoIへい死月の穀長と障害輪穀長がほぼ同じo St. 10,ll,1

6,22Ⅲ 昭46年秋以降 へい死見に障害輪があるO-い死只の穀長が障害輪穀長 より大きho St. 22,27.J.K

Ⅳ 昭46
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総 合 考 察

漁場環境について,前年度の調査では底質中の泥分が少く,多毛類の組成比率が小さい夏泊半島西側

と蓬臥 後潟の沿岸域および泥分が多く多毛類の,組成比率が高い青森湾奥域と中央嘩とに明らかに区

分することが出来たが,今回の調査でもこのことが再確認された｡底質の酸化還元電位差と栄養慶の高

い底質の指標生物である L.brevicirra の組成比率分布でも前年産と同じ傾向があり,特に浦

田沖,奥内沖では よく一致 し,漁場環境の悪いことを示した｡一方今回の調査で青森湾奥の野内から池

川沖にかけての水深20-30mの地域に底質が比較的粗く,強熱減量や L.brevicirra の組成比率

が小さい場所のあることが判明した｡泥壕である沿岸域の沖にこうした場所のあることは注目され,ホ

クテガイの生息適地とされる山本の区分した第Ⅳ隼物群集区に含まれるか否かは今後の検討内容とLJか一〇

ホクテガイの異常-h死原因については,これまでに得られた資料をもとに推定すると次の原因があ

げ られるolつには放流場所が本来ホクテガイの生息不適地であった為で,このことは異常-い死場所の

大部分が前回と今回の調査でホクテガイの生息適地である沿岸域 (第5図のC地域参照)かLはずれて

いることかE,推定される｡2つには夏の高温時に生理的活力の低下したホクテガイが劣悪を環境に耐え得

浸かったことによる為で,このことは主を-い死時期が昭和46年の夏かE,秋にかけて起こったことと

昭和46年の6月7月に行浸った前回の調査で浦田沖等が底質の酸化還元電位差や硬度等からみて劣悪

を環境であったこと等かE,推定される｡また夏泊半島の西側では,ホクテガイの放流密度が1m'当 り約
15-26個体と高く,フジツボの付着数が多レ､こともホクテガイの生理的活力の低下を助長 した要因と推

定される｡

後者の原因も拓くは生息不適地に放流したことによるものであるから,今後地まき放流にあたっては

漁場環境をよく吟味する必要があろう｡ とくに夏泊半島西側の水深 30m以探,奥内,後潟の20m以

蘇,奥内から野ノ内にかけての10-20mの沿岸域については十分を配慮が望まれる｡
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